
事後評価 【番号２】

総合流域防災事業
二級河川奥潟川水系 奥潟川



・流路延長3.0km
・流域面積6.6km2
・昭和41年度台風13号
（床上１戸、床下13戸）

奥潟川は、河道断面が狭く流下能力が低いため、古くから豪雨等により甚大な被害が発生していた。
このため、浸水被害を軽減させることを目的として河道拡幅などの改修を行った。

奥潟川総合流域防災事業

事業の目的及び経緯

事業の目的

河川概要

奥潟川 全体改修延長
L=1,900ｍ

本川改修延長
L=1,550ｍ

支川改修延長
L=350ｍ

浸水想定区
域面積28ha

薬王寺
国道55号

南部総合県民局
美波庁舎

美波町役場

奥潟川

・昭和44年度着工。
（改修延長1,900m）

・平成24年度完成。

概要図

位置図

事業概要



奥潟川総合流域防災事業

状況写真

整備状況

奥潟川

牟井谷川

奥潟川

牟井谷川



計画上の整備効果

・昭和41年台風13号と同程度の降雨（年超過確率1/30）による家屋浸水被害の解消。

奥潟川総合流域防災事業
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昭和41年8月14日平成15年7月18日 平成26年8月2日

台風13号 豪雨 台風12号

奥潟川 浸水被害

床下 床上 最大1時間雨量 日雨量

(mm) (戸)

12戸

1戸

1戸

5戸

0戸

89㎜
60㎜ 54㎜

404㎜424㎜409㎜

整備前

H26.8月台風12号
最高水位 T.P=1.91m

S41.8月台風13号
最高水位 T.P=1.61m

整備後
河道断面積約3倍

堤防高1.7m増！

改修による整備効果

※S41T13は、水害統計からの推測値
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奥潟川総合流域防災事業

整備によるストック効果
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